
(57)【要約】

　【課題】手書きペン入力操作を安定して行える携帯情

報端末装置を提供することを目的とする。

　【解決手段】タッチペンを接触させて操作する操作面

を備える本体部と、前記本体部に対して移動自在に連結

され、前記タッチペンを操作する手をのせる手支持部と

、を備え、前記手支持部は、前記手支持部における操作

者の手が接触する位置に、前記手の接触の有無、前記手

が接触した位置座標、又は前記手により加えられる接触

圧力のうちの少なくとも一つを検出する検出手段を備え

、前記本体部は、前記検出手段の検出結果に基づいて操

作される、ことを特徴とする携帯情報端末装置。

　【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ッ チ ペ ン を 接 触 さ せ て 操 作 す る 操 作 面 を 備 え る 本 体 部 と 、
　 前 記 本 体 部 に 対 し て 移 動 自 在 に 連 結 さ れ 、 前 記 タ ッ チ ペ ン を 操 作 す る 手 を の せ る 手 支 持
部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 手 支 持 部 は 、
　 前 記 手 支 持 部 に お け る 操 作 者 の 手 が 接 触 す る 位 置 に 、 前 記 手 の 接 触 の 有 無 、 前 記 手 が 接
触 し た 位 置 座 標 、 又 は 前 記 手 に よ り 加 え ら れ る 接 触 圧 力 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 検 出 す
る 検 出 手 段 を 備 え 、
　 前 記 本 体 部 は 、 前 記 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 操 作 さ れ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 携 帯 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 部 を 覆 う カ バ ー 部 と 、
　 前 記 本 体 部 の 側 部 と 前 記 カ バ ー 部 の 側 部 と 連 結 し 、 前 記 本 体 部 の 側 辺 と 平 行 な 回 転 軸 を
中 心 に 前 記 操 作 面 と 平 行 に な る 位 置 ま で 前 記 カ バ ー 部 を 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 カ バ ー 部
に お け る 前 記 操 作 面 に 対 向 す る 面 と 前 記 操 作 面 と が 平 行 な 位 置 状 態 を 維 持 す る 軸 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 カ バ ー 部 は 、 前 記 手 支 持 部 を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 本 体 部 を 覆 う カ バ ー 部 と 、
　 前 記 本 体 部 の 角 部 と 前 記 カ バ ー 部 の 角 部 と を 連 結 し 、 連 結 し た 箇 所 を 中 心 に 前 記 カ バ ー
部 を 前 記 操 作 面 に 対 し て 平 行 に 回 転 さ せ る 軸 部 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 カ バ ー 部 は 、 前 記 カ バ ー 部 に お け る 前 記 操 作 面 と 対 向 す る 面 と は 反 対 の 面 に 、 前 記
手 支 持 部 を 備 え る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に １ 記 載 の 携 帯 情 報 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 に 係 り 、 特 に 、 手 書 き ペ ン 入 力 に よ る 操 作 環 境 を 向 上 さ せ
る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 小 型 化 ・ 軽 量 化 が 進 む 携 帯 電 話 や 、 PHＳ 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 (PDA)な ど の 携 帯 情 報 端 末
装 置 で は 、 限 ら れ た ス ペ ー ス に 配 置 さ れ た 操 作 キ ー 等 か ら 文 字 入 力 を 行 わ ね ば な ら な い 。
こ の 文 字 入 力 を 容 易 化 す る た め 、 タ ッ チ パ ネ ル を 利 用 し た 手 書 き ペ ン 入 力 機 能 を 有 す る 携
帯 情 報 端 末 装 置 (PDA)が 普 及 し て い る 。 通 常 ユ ー ザ は 、 一 方 の 片 手 で 携 帯 情 報 端 末 装 置 の
本 体 を 持 ち 、 も う 一 方 の 片 手 に 専 用 ペ ン を 持 ち 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 タ ッ チ パ ネ ル を 備 え た 携 帯 情 報 端 末 装 置 に お い て 、 タ ッ チ パ ネ ル の 接 触
圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 を 備 え 、 検 出 し た 圧 力 に 応 じ て 操 作 モ ー ド 、 例 え ば 、 カ ー ソ
ル 表 示 モ ー ド や デ ー タ 入 力 モ ー ド 等 の 切 替 え を 行 う こ と が で き る 携 帯 情 報 端 末 装 置 が 開 示
さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ８ ３ １ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 で は 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う 際 に 、 専 用
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ペ ン を 持 っ た 片 手 の 掌 を の せ る た め の ス ペ ー ス が な く 、 片 手 の 掌 を 固 定 す る こ と が で き な
い 。 こ の た め 、 安 定 し て 手 書 き ペ ン 入 力 す る こ と が で き ず 、 ユ ー ザ に 疲 労 を 与 え た 。 仮 に
携 帯 情 報 端 末 装 置 の タ ッ チ パ ネ ル の 外 枠 な ど に 掌 を か け て 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う 場 合 で も
、 無 理 な 姿 勢 で 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め 、 ユ ー ザ に 疲 労 を 与 え た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 専 用 ペ ン を 持 っ た 片 手 の 掌 を 固 定 す る こ と が で き な い た め 、 連 続 し て 正 確 な 手 書
き ペ ン 入 力 を 行 う こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 携 帯 情 報 端 末 装 置 に お い て は 、 右 開 き の 携 帯 情 報 端 末 装 置 用 の カ バ ー が 附 属 す る
も の も あ る が 、 こ の カ バ ー を 開 い て 専 用 ペ ン を 持 っ た 片 手 の 掌 を の せ る こ と も 考 え ら れ る
。 し か し な が ら 、 こ の カ バ ー は タ ッ チ パ ネ ル を 保 護 す る 目 的 で 作 ら れ て お り 、 手 書 き ペ ン
入 力 を 安 定 し て 行 う こ と に つ い て は 考 え ら れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 の 携 帯 情 報 端 末 装 置 に お い て は 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め に は 、 携 帯 情 報
端 末 装 置 の タ ッ チ パ ネ ル に 表 示 さ れ た 入 力 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ を 専 用 ペ ン で 操 作 し 、 入
力 モ ー ド を 切 り 替 え る こ と で タ ッ チ パ ネ ル 上 に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 表 示 さ せ て い
た 。 し か し な が ら 、 ユ ー ザ が 入 力 モ ー ド を 切 り 替 え る 場 合 、 タ ッ チ パ ネ ル 上 に 表 示 さ れ た
表 示 画 面 の 小 さ な 入 力 モ ー ド 切 替 え ボ タ ン を 専 用 ペ ン で 押 さ え る 細 か い 操 作 が 必 要 で あ り
、 面 倒 で 問 題 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 手 書 き ペ ン 入 力 操 作 を 安 定 し て 行 え
る 携 帯 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に か か る 携 帯 情 報 端 末 装 置 は 、 タ ッ チ ペ ン を 接 触 さ
せ て 操 作 す る 操 作 面 を 備 え る 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 に 対 し て 移 動 自 在 に 連 結 さ れ 、 前 記 タ
ッ チ ペ ン を 操 作 す る 手 を の せ る 手 支 持 部 と 、 を 備 え 、 前 記 手 支 持 部 は 、 前 記 手 支 持 部 に お
け る 操 作 者 の 手 が 接 触 す る 位 置 に 、 前 記 手 の 接 触 の 有 無 、 前 記 手 が 接 触 し た 位 置 座 標 、 又
は 前 記 手 に よ り 加 え ら れ る 接 触 圧 力 の う ち の 少 な く と も 一 つ を 検 出 す る 検 出 手 段 を 備 え 、
前 記 本 体 部 は 、 前 記 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ い て 操 作 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 本 体 部 を 覆 う カ バ ー 部 と 、 前 記 本 体 部 の 側 部 と 前 記 カ バ ー 部 の 側 部 と 連 結 し
、 前 記 本 体 部 の 側 辺 と 平 行 な 回 転 軸 を 中 心 に 前 記 操 作 面 と 平 行 に な る 位 置 ま で 前 記 カ バ ー
部 を 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 カ バ ー 部 に お け る 前 記 操 作 面 に 対 向 す る 面 と 前 記 操 作 面 と が
平 行 な 位 置 状 態 を 維 持 す る 軸 部 と 、 を 備 え 、 前 記 カ バ ー 部 は 、 前 記 手 支 持 部 を 備 え る 、 こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 本 体 部 を 覆 う カ バ ー 部 と 、 前 記 本 体 部 の 角 部 と 前 記 カ バ ー 部 の 角 部 と を 連 結
し 、 連 結 し た 箇 所 を 中 心 に 前 記 カ バ ー 部 を 前 記 操 作 面 に 対 し て 平 行 に 回 転 さ せ る 軸 部 と 、
を 備 え 、 前 記 カ バ ー 部 に お け る 前 記 操 作 面 と 対 向 す る 面 と は 反 対 の 面 に 、 前 記 手 支 持 部 を
備 え る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 手 書 き ペ ン 入 力 操 作 を 安 定 し て 行 え る 携 帯 情 報 端 末 装 置 を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て
詳 説 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 ま ず 、 図 １ 乃 至 図 ７ に 基 づ い て 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 構 成 に つ
い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 正
面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 底 面
図 で あ る 。 図 ３ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 底 面 図 で
あ る 。 図 ４ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る
。 図 ５ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 背 面 図 で あ る 。 図
６ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 が 備 え る タ ッ チ パ ッ ド の 詳 細 図 で あ る 。
図 ７ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 内 部 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 矩 形 状 の
本 体 部 １ ０ と 、 本 体 部 １ ０ と ほ ぼ 同 一 形 状 の カ バ ー 部 ３ ０ と を 備 え る 。 そ し て 、 本 体 部 １
０ 及 び カ バ ー 部 ３ ０ は 、 各 右 辺 を ヒ ン ジ 式 の 軸 部 ４ ０ に よ り 連 結 さ れ て 、 カ バ ー 部 ３ ０ が
右 辺 と 平 行 な 回 転 軸 を 基 準 と し て 、 本 体 部 １ ０ と １ ８ ０ 度 に な る 位 置 ま で 相 対 的 に 回 転 す
る 。 軸 部 ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 閉 じ た 状 態 に お い て 、 本 体 部 １ ０ 及
び カ バ ー 部 ３ ０ を 折 り 畳 み 可 能 に 連 結 す る 。 更 に 軸 部 ４ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ バ ー
部 ３ ０ を 開 い た 状 態 に お い て 、 本 体 部 １ ０ 及 び カ バ ー 部 ３ ０ を 水 平 に 支 持 し 、 カ バ ー 部 ３
０ に ペ ン 入 力 を 行 う ユ ー ザ の 手 を の せ る こ と が で き る 強 度 を 備 え て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 図 ４ 及 び 図 ５ に 基 づ い て 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ が 備 え る 各 構 成 要 素 に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ は 、 正 面 す な わ ち 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 開 く と 現 れ る 面 に 、
タ ッ チ パ ネ ル １ １ と 、 カ ー ソ ル ボ タ ン １ ２ と 、 ダ イ レ ク ト キ ー １ ３ と 、 マ イ ク ・ ス ピ ー カ
１ ４ と 、 電 源 ボ タ ン １ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ は 、 上 面 に バ ー コ ー ド リ ー ダ １ ６ を 備 え る 。 更 に 、
本 体 部 １ ０ は 、 側 面 に 取 り 外 し の 可 能 な 記 憶 媒 体 の ユ ニ ッ ト で あ る 半 導 体 メ モ リ や 磁 気 メ
モ リ 等 の メ モ リ カ ー ド を 挿 入 す る た め の デ ー タ 入 力 用 カ ー ド ア ダ プ タ １ ７ と 、 音 声 入 出 力
端 子 １ ８ と を 備 え る 。 ま た 底 面 に 、 デ ー タ 入 出 力 兼 充 電 用 端 子 １ ９ を 備 え る 。 本 体 部 １ ０
の 上 部 に は 、 電 源 状 態 及 び 通 信 状 態 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の ユ ー ザ に 通 知 す る Ｌ Ｅ Ｄ ２ ０
と 、 通 信 用 の ア ン テ ナ ２ １ と が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 述 し た カ ー ソ ル ボ タ ン １ ２ の 中 央 部 に は 、 フ ァ ン ク シ ョ ン ボ タ ン ２ ２ が 備 え ら れ る 。
フ ァ ン ク シ ョ ン ボ タ ン ２ ２ は 、 カ ー ソ ル ボ タ ン １ ２ で 選 択 し た 内 容 を 決 定 す る 場 合 等 に 用
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 本 体 部 １ ０ の タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 接 触 さ せ て 入 力 操 作 を
す る ペ ン ２ ３ を 備 え る 。 本 体 部 １ ０ は 、 ペ ン ２ ３ を 格 納 す る ペ ン 格 納 部 ２ ４ を 備 え る 。 本
体 部 １ ０ の 正 面 に は 、 第 一 撮 影 用 カ メ ラ ２ ５ が 、 本 体 部 １ ０ の 背 面 に は 、 第 二 撮 影 用 カ メ
ラ ２ ６ が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 カ バ ー 部 ３ ０ は 、 内 側 面 、 す な わ ち タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 対 向 す る 面 に タ ッ チ パ ッ ド ３ １
を 備 え る 。 タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス （ タ ッ チ ペ ン ） 又 は 指 に よ り タ
ッ チ パ ッ ド ３ １ の 操 作 面 を 操 作 す る （ 接 触 す る ） と 、 操 作 面 に お け る 操 作 し た 位 置 座 標 及
び 接 触 圧 力 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 操 作 面 の 上 辺 部 に 「 温 度 板 」 、 「 診 療 録 」 、
「 電 卓 」 等 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 び 出 し エ リ ア ３ ２ を 備 え る 。 ま た 中 央 部 に は 、 入 力 モ ー
ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ を 、 下 辺 部 に は 横 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ４ を 、 右 辺 部 に は 縦 ス ク ロ ー ル
エ リ ア ３ ５ を 備 え る 。 タ ッ チ バ ッ ド ３ １ は 、 ユ ー ザ が 操 作 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 検
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出 し 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 出 し エ リ ア ３ ２ 、 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ 、 横 ス ク ロ ー ル
エ リ ア ３ ４ 、 又 は 縦 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ５ の う ち の ど の エ リ ア が 操 作 さ れ た の か を 判 別 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 図 ７ に 基 づ い て 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 内 部 構 造 を 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 操 作 手 段 ５ １ と 、 表 示 手 段 ５ ２ と 、 通
信 手 段 ５ ３ と 、 記 録 手 段 ５ ４ と 、 制 御 手 段 ５ ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 操 作 手 段 ５ １ は 、 ユ ー ザ の 操 作 を 受 け 付 け る た め の タ ッ チ パ ネ ル １ １ 、 カ ー ソ ル ボ タ ン
１ ２ 、 ダ イ レ ク ト キ ー １ ３ 、 マ イ ク ・ ス ピ ー カ １ ４ 、 及 び 電 源 ボ タ ン １ ５ 等 の 操 作 用 機 器
に よ り 構 成 さ れ る 。 ユ ー ザ 操 作 を 受 け 付 け る 手 段 と し て 、 タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 接 触 し た り
、 カ ー ソ ル ボ タ ン １ ２ 及 び ダ イ レ ク ト キ ー １ ３ 等 を 押 し た り す る 操 作 の 他 、 音 声 入 力 及 び
音 声 認 識 技 術 を 利 用 し 、 ユ ー ザ の 発 声 に よ り 操 作 指 示 を 入 力 す る 装 置 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 表 示 手 段 ５ ２ は 、 液 晶 パ ネ ル 等 の 画 面 表 示 装 置 に よ り 構 成 さ れ 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 さ れ た 文 字 デ ー タ 、 画 像 デ ー タ 、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ フ ァ イ ル に 含 ま れ る タ グ 等
に よ り 記 載 さ れ た 画 面 構 成 情 報 等 の デ ー タ 、 及 び ユ ー ザ の 操 作 を 促 す た め の メ ニ ュ ー や ガ
イ ダ ン ス 等 の 操 作 支 援 情 報 等 を 表 示 す る 手 段 で あ る 。 　 　 　 　 　 　
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 操 作 手 段 ５ １ 及 び 表 示 手 段 ５ ２ の 両 方 の 機 能 を 兼 ね 備 え る 。 タ ッ
チ パ ネ ル １ １ は 、 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ た 操 作 面 を 操 作 す る 、 す な わ ち 、 操 作 面 を 指 や ペ
ン ２ ３ に よ り 押 圧 す る と 、 押 圧 さ れ た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 検 出 す る た め 操 作 手 段 ５ １
と し て 機 能 す る と 共 に 、 タ ッ チ パ ネ ル １ １ の 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 操 作 面 に 文 字 等 の 画
像 デ ー タ を 表 示 し 、 表 示 手 段 ５ ２ と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 通 信 手 段 ５ ３ は 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ア ク セ ス ポ イ ン ト 、 送 受 信 信 号 の 変 復 調 装 置 、 通 信 網 に 接
続 す る た め の ア ン テ ナ ２ １ 、 及 び 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス 等 に よ り 構 成 さ れ る も の で あ り 、
無 線 Ｌ Ａ Ｎ ア ク セ ス ポ イ ン ト 、 送 受 信 信 号 の 変 復 調 装 置 、 及 び 通 信 網 を 介 し て 文 字 デ ー タ
、 画 像 デ ー タ 、 画 面 構 成 情 報 等 の デ ー タ を 受 信 し 、 記 録 手 段 ５ ４ に 渡 す 働 き を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 記 録 手 段 ５ ４ は 、 デ ー タ 記 憶 用 の メ モ リ や 、 外 部 記 憶 装 置 か ら 構 成 さ れ る も の で あ り 、
通 信 手 段 ５ ３ か ら 渡 さ れ た 文 字 デ ー タ 及 び 画 像 デ ー タ 等 を 格 納 す る と 共 に 、 制 御 手 段 ５ ５
か ら の 要 求 に 基 づ き 、 格 納 し て い る 文 字 デ ー タ 、 画 像 デ ー タ 、 及 び 画 面 構 成 情 報 等 の デ ー
タ を 制 御 手 段 ５ ５ に 渡 す 働 き を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） や Ｄ Ｓ Ｐ （ Digital Ｓ ignal Pro
cessor） 等 の 演 算 装 置 か ら 構 成 さ れ る も の で あ り 、 記 録 手 段 ５ ４ か ら 読 み 出 し た 文 字 デ ー
タ 、 画 像 デ ー タ 、 画 面 構 成 情 報 等 の デ ー タ 、 あ る い は ユ ー ザ の 操 作 を 促 す た め の メ ニ ュ ー
や ガ イ ダ ン ス 等 の 操 作 支 援 情 報 に 基 づ き 、 表 示 手 段 ５ ２ に 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る 。 ま た
制 御 手 段 ５ ５ は 、 操 作 手 段 ５ １ 、 通 信 手 段 ５ ３ 、 及 び 記 録 手 段 ５ ４ の 動 作 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 図 ８ 及 び 図 ９ に 基 づ い て 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 使 用 状 態
を 説 明 す る 。 図 ８ 及 び 図 ９ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示
す 概 念 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 操 作 す る 場 合 は 、 ま ず 本 体 部 １ ０ と カ バ ー 部 ３ ０ と を 、 軸 部 ４ ０
を 中 心 に １ ８ ０ 度 に な る 位 置 （ 水 平 ） ま で 相 対 回 転 さ せ る 。 ユ ー ザ は 、 一 方 の 手 で 本 体 部
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１ ０ を 支 持 す る 。 そ し て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 他 方 の 手 は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 カ バ ー 部 ３
０ の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に の せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 手 を カ バ ー 部 ３ ０ に の せ る こ と に よ り 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 手 を 固 定 す
る こ と が で き 、 安 定 し た 手 書 き ペ ン 入 力 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 手 が タ ッ
チ パ ッ ド ３ １ に 接 触 し て い る た め 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 手 を 用 い て タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 押 圧
し た り 接 触 箇 所 を 移 動 さ せ た り す る こ と に よ り 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め の 入 力 モ ー ド
を 切 り 替 え た り 、 本 体 部 １ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠
を 表 示 し た り す る 等 、 ユ ー ザ の 手 書 き ペ ン 入 力 ワ ー ク フ ロ ー に 適 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ
ー ス を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た ま ま タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 例 え ば 図 ９ に
示 す よ う に 、 タ ッ チ パ ッ ド ３ １ の 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 の 検 出 結 果 に 基 づ い て タ ッ チ パ ネ
ル １ １ に メ ニ ュ ー を 表 示 さ せ 、 ペ ン ２ ３ を タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 接 触 さ せ て 携 帯 情 報 端 末 装
置 １ の 操 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 図 １ ０ に 基 づ い て 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 処 理 の 流 れ を 説
明 す る 。 図 １ ０ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ）
　 ま ず 、 ユ ー ザ は 、 本 体 部 １ ０ と カ バ ー 部 ３ ０ と が 、 軸 部 ４ ０ を 中 心 に １ ８ ０ 度 に な る 位
置 ま で 相 対 回 転 さ せ て 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 開 く （ Ｓ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ）
　 次 に 本 体 部 １ ０ の 電 源 ボ タ ン １ ５ を 操 作 し 、 電 源 ス イ ッ チ を Ｏ Ｎ に す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。
電 顕 ス イ ッ チ の 操 作 は 、 電 源 ボ タ ン １ ５ を 用 い て 行 っ て も 良 い が 、 軸 部 ４ ０ に 本 体 部 １ ０
及 び カ バ ー 部 ３ ０ の 成 す 角 度 を 検 知 す る 軸 部 状 態 セ ン サ ー を 備 え 、 本 体 部 １ ０ 及 び カ バ ー
部 ３ ０ の 成 す 角 度 が １ ８ ０ 度 で あ る と 検 知 す る と 、 自 動 的 に 電 源 を Ｏ Ｎ 状 態 に 、 成 す 角 度
が ０ 度 で あ る と 検 知 す る と 自 動 的 に 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 に な る よ う に 構 成 し て も 良 い 。 こ れ
に よ り 、 ユ ー ザ は 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 開 閉 す る だ け で 、 電 源 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ を 行 う こ と が で
き 、 更 に ユ ー ザ の 利 便 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ）
　 電 源 が Ｏ Ｎ に な る と 、 ユ ー ザ は 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め に 、 一 方 の 手 で 本 体 部 １ ０
を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 他 方 の 手 を カ バ ー 部 ３ ０ に 備 え た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に の せ て
タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 操 作 （ 押 圧 ） す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ）
　 操 作 手 段 ５ １ で あ る タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 ユ ー ザ が 操 作 し た 操 作 面 の 位 置 座 標 及 び 接 触
圧 力 を 検 出 す る （ Ｓ １ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 に 基 づ く デ
ー タ を 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 す る 。 な お 、 前 回 検 出 し た １ つ 前 の 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 も 記
録 手 段 ５ ４ に 保 持 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 し た 位 置 座 標 に 基 づ い て 、 操 作 面 に 配
置 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 び 出 し エ リ ア ３ ２ 、 入 力 モ ー ド 切 り 替 え エ リ ア ３ ３ 、 横 ス ク
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ロ ー ル エ リ ア ３ ４ 、 縦 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ５ の う ち の ど の エ リ ア が 操 作 さ れ た か を 判 別 す
る （ Ｓ １ ０ ６ ） 。 制 御 手 段 ５ ５ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 出 し エ リ ア ３ ２ が 操 作 さ れ た と 判
別 し た 場 合 に は 、 位 置 座 標 に 基 づ い て 「 温 度 板 」 、 「 診 療 録 」 、 「 電 卓 」 等 の 各 種 ア プ リ
ケ ー シ ョ ン の う ち 、 ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 選 択 さ れ た か も 合 わ せ て 判 別 す る 。 ま た 制 御
手 段 ５ ５ は 、 接 触 圧 力 の デ ー タ に 基 づ い て 接 触 圧 力 の レ ベ ル を 例 え ば 「 強 」 、 「 弱 」 、 「
無 （ 又 は 微 弱 ） 」 の い ず れ に 該 当 す る か を 判 別 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 制 御 手 段 ５ ５ が 、 「 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 出 し エ リ ア ３ ２ が 選 択 さ れ た 」 と 判 別 し た 場 合
は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に 、 「 入 力 モ ー ド の 切 替 え エ リ ア ３ ３ が 選 択 さ れ た 」 と 判 別 し た 場 合
は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ に 、 「 横 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ４ が 選 択 さ れ た 」 と 判 別 し た 場 合 は ス テ
ッ プ Ｓ １ ０ ９ に 、 「 縦 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ５ が 選 択 さ れ た 」 と 判 別 し た 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ
１ １ ０ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ ）
　 ユ ー ザ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 で ア プ リ ケ ー シ
ョ ン 呼 び 出 し エ リ ア ３ ２ か ら 所 望 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 操 作 す る (指 等 で 押 さ え る )と 、
制 御 手 段 ５ ５ は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 「 温 度 板 」 、 「 診 療 録 」 、 「 電 卓 」 等 の ア プ
リ ケ ー シ ョ ン の 内 、 ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 選 択 さ れ た の か を 判 別 し 、 か つ 判 別 し た 接 触
圧 力 の レ ベ ル 、 例 え ば 「 強 」 、 「 弱 」 の 結 果 に 基 づ い て ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起 動 す る 命 令
を 発 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ）
　 ユ ー ザ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を 入 力 モ ー ド 切
替 え エ リ ア ３ ３ に の せ る と 、 制 御 手 段 ５ ５ は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 入 力 モ ー ド 切 替
え エ リ ア ３ ３ が 操 作 さ れ た と 判 別 し 、 接 触 圧 力 の レ ベ ル を 例 え ば 「 強 」 、 「 弱 」 と 判 別 し
た 場 合 に は 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め の 入 力 モ ー ド を オ ン に 切 替 え て 、 表 示 手 段 ５ ２ で
あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ て い た
ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を 外 す と 、 制 御 手 段 ５ ５ は 、 接 触 圧 力 の レ ベ ル を 「 無 (
又 は 微 弱 )」 と 判 別 し 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う た め の 入 力 モ ー ド を オ フ に 切 り 替 え 、 表 示
手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 非 表 示 に す る 命 令 を 発
行 す る (Ｓ １ ０ ８ )。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ ）
　 ユ ー ザ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 で 横 ス ク ロ ー ル
エ リ ア ３ ４ を 操 作 す る (指 等 で な ぞ る )と 、 制 御 手 段 ５ ５ は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 横
ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ４ が 操 作 さ れ た と 判 別 し 、 更 に 接 触 圧 力 の レ ベ ル を 例 え ば 「 強 」 、 「
弱 」 と 判 別 す る 。 こ の と き 、 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 の 表 示 画 面 に 横 ス ク
ロ ー ル バ ー が 表 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 保 持 し て い る １ つ 前 の
位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 し た 今 回 の 位 置 座 標 及 び 接 触 圧
力 と に 基 づ い て 横 ス ク ロ ー ル バ ー の 移 動 量 を 算 出 す る 。 そ し て 、 算 出 し た 移 動 量 分 だ け 横
ス ク ロ ー ル バ ー を 移 動 す る 命 令 を 発 行 す る (Ｓ １ ０ ９ )。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ）
　 ユ ー ザ が ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 で 縦 ス ク ロ ー ル
エ リ ア ３ ５ を 操 作 す る (指 等 で な ぞ る )と 、 制 御 手 段 ５ ５ は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 縦
ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ５ が 操 作 さ れ た と 判 別 し 、 更 に 接 触 圧 力 の レ ベ ル を 例 え ば 「 強 」 、 「
弱 」 と 判 別 す る 。 こ の と き 、 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 表 示 さ れ た 表 示 画
面 に 縦 ス ク ロ ー ル バ ー が 表 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 保 持 し て い
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る １ つ 前 の 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 検 出 し た 今 回 の 位 置 座 標
及 び 接 触 圧 力 と に 基 づ い て 縦 ス ク ロ ー ル バ ー の 移 動 量 を 算 出 す る 。 そ し て 、 算 出 し た 移 動
量 分 だ け 縦 ス ク ロ ー ル バ ー を 移 動 す る 命 令 を 発 行 す る (Ｓ １ １ ０ )。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で 行 っ た 命 令 を 基 に 、 表 示 手
段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 画 面 表 示 を 行 う (Ｓ １ １ １ )。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 再 び ユ ー ザ が タ ッ チ パ ッ ド ４ １ の 操 作 を 行 っ た 場 合 に は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は
、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ ま で の 動 作 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 一 方 の 片 手 で 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 本 体 部 １ ０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ
た も う 一 方 の 片 手 （ 利 き 手 ） を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の カ バ ー 部 ３ ０ に の せ る こ と で 、 カ バ
ー 部 ３ ０ に の せ た 片 手 を 固 定 す る こ と が で き 、 安 定 し た 手 書 き ペ ン 入 力 が 可 能 と な る 。 更
に 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 で カ バ ー 部 ３ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 操 作
す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の 操 作 ワ ー ク フ ロ ー に 適 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 す る
こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を カ バ ー 部 ３ ０ に 具 備 し た タ
ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ る こ と で 、 手 書 き ペ ン 入 力 を 行 う
た め の 入 力 モ ー ド の 切 替 え を 行 い 、 本 体 部 １ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 手 書 き ペ
ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 表 示 し 、 ユ ー ザ の 手 書 き ペ ン 入 力 ワ ー ク フ ロ ー に 適 し た ユ ー ザ イ ン タ
ー フ ェ ー ス を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 未 使 用 状 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ０ と カ バ ー 部 ３ ０ と を 折 り 畳 ん だ 状
態 で カ バ ー 部 ３ ０ が 閉 じ て い る 。 そ の た め 、 本 体 部 １ ０ の タ ッ チ パ ネ ル １ １ 、 カ ー ソ ル ボ
タ ン １ ２ 、 ダ イ レ ク ト キ ー １ ３ 、 マ イ ク ・ ス ピ ー カ １ ４ 、 電 源 ボ タ ン １ ５ 等 が 内 側 に 閉 じ
ら れ る た め 、 外 部 と の 接 触 が な く 、 タ ッ チ パ ネ ル １ １ の 損 傷 や 、 カ ー ソ ル ボ タ ン １ ２ 、 ダ
イ レ ク ト キ ー １ ３ 、 電 源 ボ タ ン １ ５ 等 の 誤 動 作 が 防 止 さ れ 、 携 帯 性 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 カ バ ー 部 ３ ０ が タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 用 い て い る が 、 タ ッ チ パ
ッ ド ３ １ の 代 わ り に 、 操 作 手 段 ５ １ と 表 示 手 段 ５ ２ と の 両 方 の 機 能 を 兼 ね 備 え た タ ッ チ パ
ネ ル を 用 い て も よ い 。 ま た 、 カ バ ー 部 ３ ０ の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ の 代 わ り に 、 接 触 圧 力 の 分
布 を 測 定 す る 触 覚 セ ン サ ー や 、 接 触 圧 力 だ け を 検 出 す る タ ッ チ セ ン サ ー ス イ ッ チ を マ ト リ
ッ ク ス 状 に 敷 き 詰 め た パ ネ ル な ど を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 カ バ ー 部 ３ ０ が 本 体 部 １ ０ の 右 側 方 向 に 開 く よ う に 形 成 し た
が 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 左 方 向 に 開 く よ う に 形 成 し 、 左 利 き の ユ ー ザ が ペ ン ２ ３ を 持 っ た 左 手
を カ バ ー 部 ３ ０ に の せ る こ と が で き る よ う に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ に 基 づ い て 、 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 矩 形
状 の 本 体 部 １ ０ と 同 一 形 状 の カ バ ー 部 ３ ０ と を 備 え 、 本 体 部 １ ０ の 右 下 隅 部 及 び カ バ ー 部
３ ０ の 右 下 隅 部 を 回 転 可 能 に 連 結 す る 軸 部 ４ ０ を 備 え る 。 そ し て カ バ ー 部 ３ ０ は 、 軸 部 ４
０ を 中 心 と し て 本 体 部 １ ０ の 操 作 面 に 平 行 な 方 向 に 右 回 り （ 時 計 回 り ） に ９ ０ 度 回 転 す る
。 す な わ ち 、 カ バ ー 部 ３ ０ の 長 軸 方 向 と 本 体 部 １ ０ の 長 軸 方 向 と が 直 交 す る よ う 回 転 す る
。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 本 体 部 １ ０ 及 び カ バ ー 部 ３ ０ の 各 構 成 要
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素 は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 同 様 で あ る 。 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係
る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ が 備 え る カ バ ー 部 ３ ０ は 、 カ バ ー 部 ３ ０ の 正 面 に タ ッ チ パ ッ ド ３ １
を 備 え る 。 タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 出 し エ リ ア ３ ２ 、 入 力 モ ー ド 切 替 え
エ リ ア ３ ３ 、 横 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ４ 、 縦 ス ク ロ ー ル エ リ ア ３ ５ を 備 え る 。 こ れ ら の 各 エ
リ ア は 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 本 体 部 １ ０ に 対 し て ９ ０ 度 相 対 回 転 さ せ た 状 態 で 、 第 一 の 実 施 の
形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ が 備 え る タ ッ チ パ ネ ル ３ １ と 同 様 の 配 置 に な る よ う 、 備 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 使 用 す る 場 合 は 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ま ず 本 体 部 １
０ 及 び カ バ ー 部 ３ ０ を 、 軸 部 ４ ０ を 中 心 に ９ ０ 度 に な る 位 置 ま で 相 対 回 転 さ せ 、 本 体 部 １
０ を 縦 に 、 カ バ ー 部 ３ ０ を 横 に し て 並 べ て 配 置 さ せ る 。 そ し て 、 ユ ー ザ は 左 手 で 本 体 部 １
０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 右 手 を カ バ ー 部 ３ ０ に の せ る 。 こ れ に よ り 、 カ バ ー 部 ３ ０
に の せ た 右 手 を 固 定 す る こ と が で き 、 安 定 し た 手 書 き ペ ン 入 力 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ペ ン
２ ３ を 持 っ た 右 手 を カ バ ー 部 ３ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に の せ る こ と で 、 手 書 き ペ
ン 入 力 を 行 う た め の 入 力 モ ー ド の 切 替 え て 本 体 部 １ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ネ ル １ １ 上 に 手
書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 表 示 し 、 ユ ー ザ の 手 書 き ペ ン 入 力 ワ ー ク フ ロ ー に 適 し た ユ ー ザ
イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 カ バ ー 部 ３ ０ は 、 透 明 及 び 半 透 明 の 材 料 を 用 い て 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ
は カ バ ー 部 ３ ０ が 閉 じ て い て も (本 体 部 １ ０ と カ バ ー 部 ３ ０ と が 軸 部 ４ ０ を 中 心 に ９ ０ 度
に な る 位 置 ま で 相 対 回 転 さ せ な く て も )、 本 体 部 １ ０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ネ ル １ １ の 表 示
画 面 を 確 認 す る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 使 い 勝 手 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ４ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 カ バ ー 部 ３ ０ が 、 軸 部 ４ ０ を 中 心 と
し て 右 回 り （ 時 計 回 り ） に 回 転 す る よ う に 形 成 し た が 、 本 体 部 １ ０ 及 び カ バ ー 部 ３ ０ の 左
下 隅 部 を 軸 部 ４ ０ に よ り 連 結 し 、 カ バ ー 部 ３ ０ が 左 回 り （ 反 時 計 回 り ） に 回 転 す る よ う に
形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 左 利 き の ユ ー ザ に も 対 応 可 能 な 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 図 １ ５ に 基 づ い て 、 第 三 の 実 施 の 形 態 に か か る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に つ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ５ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 本 体 部 １ ０ と 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 手 を の せ る た め の 手
支 持 台 ６ ０ と 、 手 支 持 台 ６ ０ を 格 納 す る た め の 手 支 持 台 格 納 部 ６ １ と 、 手 支 持 台 ６ ０ を 本
体 部 １ ０ の 左 右 方 向 に ス ラ イ ド さ せ る た め の レ ー ル 等 か ら な る ス ラ イ ド 部 ６ ２ と を 備 え る
。 手 支 持 台 ６ ０ は 、 そ の 正 面 に タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 備 え る 。 本 体 部 １ ０ 及 び 手 支 持 台 ６ ０
の 各 構 成 要 素 は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ５ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 使 用 す る と き に は 、 ユ ー ザ ー は 、 手 支 持 部 ６ ０ を 本 体 部
１ ０ の 右 方 向 に ス ラ イ ド さ せ て 本 体 部 １ ０ に 右 側 に 突 出 さ せ る 。 そ し て 、 左 手 で 本 体 部 １
０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 右 手 を タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に の せ る 。 こ れ に よ り 、 ペ ン ２ ３
を 持 っ た 右 手 を 安 定 さ せ る こ と が で き 、 手 書 き ペ ン 入 力 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た ペ ン ２ ３ を 持 っ た 状 態 で タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の ワ ー
ク フ ロ ー に 沿 っ た 画 面 を タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 手 支 持 台 ６ ０ を 本 体 部 １ ０ の 左 側 に 突 出 す る よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 左 手 が
利 き 手 の ユ ー ザ に も 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 図 １ ６ に 基 づ い て 、 第 四 の 実 施 の 形 態 に か か る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に つ い て 説 明 す
る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ６ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 本 体 部 １ ０ と 、 本 体 部 １ ０ と は 別 体 の Ｐ Ｃ カ ー ド に よ
り 形 成 し た 手 支 持 台 ７ ０ と を 備 え る 。 そ し て 、 本 体 部 １ ０ の 左 側 面 に 、 手 支 持 台 ７ ０ を 挿
入 す る た め の カ ー ド ス ロ ッ ト ７ １ を 備 え る 。 手 支 持 台 ７ ０ の 正 面 に は 、 上 記 実 施 の 形 態 に
係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 同 様 に タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 備 え る 。 本 体 部 １ ０ 及 び 手 支 持 台 ７
０ の 各 構 成 要 素 は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ユ ー ザ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 使 用 す る と き に 、 Ｐ Ｃ カ ー ド か ら な る 手 支 持 台 ７ ０ を
カ ー ド ス ロ ッ ト ７ １ に 挿 入 し 、 手 支 持 台 ７ ０ と 本 体 部 １ ０ と を 連 結 す る 。 そ し て 、 右 手 で
本 体 部 １ ０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た 左 手 を タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に の せ る 。 こ れ に よ り 、
ペ ン ２ ３ を 持 っ た 左 手 を 安 定 さ せ る こ と が で き 、 手 書 き ペ ン 入 力 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。 ま た ペ ン ２ ３ を 持 っ た 状 態 で タ ッ チ パ ッ ド ３ １ を 操 作 す る こ と に よ り 、 ユ ー
ザ の ワ ー ク フ ロ ー に 沿 っ た 画 面 を タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ６ で は 、 本 体 部 １ ０ の 左 側 面 に カ ー ド ス ロ ッ ト ７ １ を 備 え 、 本 体 部 １ ０ の 左 に 手 支
持 台 ７ ０ を 連 結 さ せ た が 、 右 側 面 に カ ー ド ス ロ ッ ト ７ １ を 備 え 、 本 体 部 １ ０ の 右 に 手 支 持
台 ７ ０ を 連 結 さ せ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 右 利 き の ユ ー ザ に も 対 応 可 能 な 携 帯 情 報 端 末 装
置 １ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 使 用 し な い 場 合 に は 、 本 体 部 １
０ と 手 支 持 台 ７ ０ と を 別 体 に 携 帯 す る こ と が で き る の で 、 携 帯 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ７ に 基 づ い て 、 本 発 明 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 第 五 の 実 施 の 形 態 に つ い て
説 明 す る 。 図 １ ７ は 、 第 五 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ７ の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に か か る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の カ バ
ー 部 ３ ０ の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ に 代 え て タ ッ チ パ ネ ル ３ ６ を 備 え る 。 そ し て 、 タ ッ チ パ ネ ル
３ ６ に テ ン キ ー ７ ２ を 表 示 さ せ 、 ペ ン ２ ３ を 用 い て テ ン キ ー ７ ２ の 操 作 を で き る よ う に 形
成 す る 。 こ れ に よ り 、 テ ン キ ー ７ ２ を 表 示 さ せ る た め に 本 体 部 １ ０ の タ ッ チ パ ネ ル ３ １ を
使 用 す る こ と が な く 、 本 体 部 １ ０ の 表 示 画 面 を 見 や す く す る こ と が で き る 。 な お 、 図 １ １
、 図 １ ４ 、 図 １ ５ 、 及 び 図 １ ６ に 示 す 第 二 、 第 三 、 第 四 、 及 び 第 五 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携
帯 情 報 端 末 装 置 １ の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ も 図 １ ７ に 示 す 第 五 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端
末 装 置 と 同 様 、 タ ッ チ パ ネ ル ３ ６ に 代 え 、 テ ン キ ー ７ ２ を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 で 説 明 し た 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 用 い た 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ に つ い て 、 図
１ ８ か ら 図 ２ ９ に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま ず 、 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 基 づ い て 、 本 実 施 の 形 態 に か か る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 用 い
た 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ８ は 、 本 実 施
の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 を 用 い た 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム を 示 す 概 念 図 で あ る 。 図 １
９ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 電 子 化 さ れ た 医 療 情 報 を 保 管 す
る 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ と 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ 内 の 医 療 情 報 を 表 示 、 ま た は 新 た な 医 療 情 報
を 入 力 す る た め の 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 、 ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン や 診 療 室 等 に 設 置 す る 電 子
カ ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ と 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ と 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 電 子 カ ル テ ク ラ イ
ア ン ト ３ と を 互 い に 接 続 す る 院 内 LAN(Local Area Network)４ 及 び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン
ト ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 図 １ ９ に 基 づ い て 、 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ を 構 成 す る 各 構 成 要 素 の 内 部 構 成

10

20

30

40

50

(10) JP 2006-92187 A 2006.4.6



に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ は 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と 同 様 の 構 成 で あ
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ に よ り 構 成 さ れ る 制 御 手 段 ８ １ と 、 制 御 プ ロ グ ラ ム を 格
納 す る 主 メ モ リ や 医 療 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム 及 び 電 子 カ ル テ 情 報 が 格 納 さ れ た Ｈ Ｄ Ｄ か
ら 構 成 さ れ る 記 録 手 段 ８ ２ と 、 キ ー ボ ー ド 等 の 入 力 装 置 を 備 え た 操 作 手 段 ８ ３ と 、 Ｃ Ｒ Ｔ
や 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 か ら 表 示 手 段 ８ ４ と 、 院 内 Ｌ Ａ Ｎ ４ と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 ８
５ と 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ に ア ク セ ス 要 求 を し た ユ ー ザ の 認 証 を 行 う プ ロ グ ラ ム 及 び そ の
プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 制 御 装 置 か ら な る ユ ー ザ 認 証 手 段 ８ ６ と を 備 え る 。 そ し て 、 上 記 各
構 成 要 素 は 、 共 通 バ ス に よ り 互 い に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ に は 、 外 来 患 者 、 お よ び 入 院 患 者 の 基 本 情 報 (名 前 、 連 絡 先 等 )や 、
各 患 者 の 医 療 情 報 (診 療 録 、 看 護 録 、 薬 歴 、 バ イ タ ル (体 温 、 脈 拍 、 血 圧 等 )等 )が 保 管 さ れ
る 。 ま た 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 及 び 医 療 情 報 の 改 竄 防 止 の 目 的 か ら 、
入 退 室 を 制 限 し て い る サ ー バ 室 等 に 設 置 し 、 患 者 の 基 本 情 報 や 医 療 情 報 に 容 易 に ア ク セ ス
で き な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ 内 の 医 療 情 報 に ア ク セ ス す る に は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ 及 び 電 子 カ
ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ か ら 、 院 内 LAN４ 及 び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト ５ を 通 じ て ア ク セ ス す
る こ と に な る 。 こ の 際 、 不 正 ユ ー ザ か ら の ア ク セ ス を 防 止 す る た め 、 IDパ ス ワ ー ド 方 式 や
、 ICカ ー ド 方 式 、 若 し く は 生 体 認 証 (指 紋 、 虹 彩 、 顔 、 静 脈 パ タ ー ン 、 サ イ ン 、 声 紋 等 )方
式 の ユ ー ザ 認 証 手 段 ８ ６ に よ り 、 正 式 な ユ ー ザ で あ る か 否 か を 識 別 す る 。 ま た 、 電 子 カ ル
テ サ ー バ ２ と 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ 及 び 電 子 カ ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ と の 間 の 通 信 情 報 の 盗 聴
を 防 止 す る た め 、 通 信 情 報 の 暗 号 化 を 行 う 。 更 に 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ 内 の 情 報 に ど の よ
う な ア ク セ ス が あ っ た か を 逐 次 記 録 し (ロ グ を 取 り )、 不 正 な ア ク セ ス の 有 無 を 後 で 検 証 す
る 。 ま た 、 突 発 的 な 事 故 等 に よ り 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ の デ ィ ス ク の 破 損 に よ る デ ー タ 消
失 の 被 害 を 最 小 限 に す る た め 、 電 子 カ ル テ サ ー バ を ２ 重 化 し て 常 に バ ッ ク ア ッ プ を 取 っ て
お く 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 電 子 カ ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ は 多 く の 場 合 、 PC(Personal Computer)を 用 い る 。 そ の 電 子
カ ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ か ら な る 制 御 手 段 ９ １ と 、 制 御 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る 主
メ モ リ や 医 療 情 報 シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る Ｈ Ｄ Ｄ か ら 構 成 さ れ る 記 録 手 段 ９ ２ と 、
医 療 情 報 を 入 力 た め の キ ー ボ ー ド や 、 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス 及 び ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ
ス コ ン ト ロ ー ラ 等 を 備 え る 操 作 手 段 ９ ３ と 、 Ｃ Ｒ Ｔ 装 置 や 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 か ら な る
表 示 手 段 ９ ４ と 、 院 内 Ｌ Ａ Ｎ ４ と 通 信 す る た め の 通 信 手 段 ９ ５ を 備 え る 。 そ し て 、 上 記 各
構 成 要 素 は 、 共 通 バ ス に よ り 互 い に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 院 内 LAN４ 及 び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト ５ を 通 じ て 、 ユ ー ザ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ 及
び 電 子 カ ル テ ク ラ イ ア ン ト ３ か ら 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ 内 の 情 報 に ア ク セ ス す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 図 ２ ０ 乃 至 図 ２ ９ に 基 づ い て 、 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て 実 現 さ れ る 処
理 例 を 説 明 す る 。 図 ２ ０ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に お け る ロ グ イ ン 操 作 の 制 御
を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 図 ２ １ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に お け る バ イ タ ル
入 力 操 作 の 制 御 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 図 ２ ２ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に
お け る 診 療 録 入 力 操 作 の 制 御 を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。 図 ２ ３ は 、 図 ２ ０ の ロ グ イ ン 操
作 に お い て 表 示 さ れ る ロ グ イ ン 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ ４ は 、 図 ２ ０ の ロ
グ イ ン 操 作 に お い て 表 示 さ れ る サ イ ン 入 力 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ ５ は 、
図 ２ １ の バ イ タ ル 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る バ イ タ ル 表 示 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で
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あ る 。 図 ２ ６ は 、 図 ２ １ の バ イ タ ル 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る バ イ タ ル 入 力 画 面 の 表 示
例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ ７ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る 診 療 録 表
示 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ ８ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ
れ る 診 療 録 入 力 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ２ ９ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に
お い て 表 示 さ れ る 診 療 録 入 力 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま ず 、 図 ２ ０ の 各 ス テ ッ プ に 沿 っ て ユ ー ザ に よ る ロ グ イ ン 操 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２
３ は 、 図 ２ ０ の ロ グ イ ン 操 作 に お い て 表 示 さ れ る ロ グ イ ン 画 面 の 表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 [ロ グ イ ン 操 作 ]
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ）
　 図 ２ ３ の ロ グ イ ン 画 面 に お い て 、 ユ ー ザ は 、 一 方 の 片 手 で 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 本 体 部
１ ０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の カ バ ー 部 ３ ０ に
具 備 し た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ る 。 操 作 手 段 ５ １ の タ
ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 取 得 す る (Ｓ ２ ０ １ )。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 取 得 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 に 基 づ き 、 ユ ー ザ が ロ グ イ ン 操 作 の 入
力 モ ー ド を オ ン に し た と 判 別 す る (Ｓ ２ ０ ２ )。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 表 示 手 段 ５ ２ で あ る 本 体 部 １ ０ の タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 図 ２ ４ に 示 す サ
イ ン 入 力 画 面 を 表 示 す る (Ｓ ２ ０ ３ )。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ）
　 図 ２ ４ の サ イ ン 入 力 画 面 に お い て 、 ユ ー ザ は ペ ン ２ ３ を 操 作 し て 、 本 体 部 １ ０ の タ ッ チ
パ ネ ル １ １ に サ イ ン を 入 力 す る 。 操 作 手 段 ５ １ の タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 位 置 座 標 及 び 接 触
圧 力 に 基 づ い て ユ ー ザ が 行 っ た サ イ ン の 軌 跡 を 取 得 す る (Ｓ ２ ０ ４ )。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 取 得 し た サ イ ン の 軌 跡 を サ イ ン 情 報 と し て 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 す る (
Ｓ ２ ０ ５ )。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ）
　 通 信 手 段 ５ ３ は 、 院 内 LAN４ お よ び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト ５ を 通 じ て 、 受 信 し た サ イ
ン 情 報 を 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ に 送 信 す る (Ｓ ２ ０ ６ )。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は サ イ ン 情 報 を 受 信 す る (Ｓ ２ ０ ７ )。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 ユ ー ザ 認 証 手 段 ８ ６ に よ り 、 正 式 な ユ ー ザ で あ る か 否 か を 識 別
す る (Ｓ ２ ０ ８ )。 正 式 な ユ ー ザ で あ る と 識 別 し た 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ へ 進 む 。 正 式
な ユ ー ザ ー で あ る こ と を 識 別 で き な い 場 合 に は 、 ユ ー ザ の 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ へ の ア ク セ
ス を 拒 否 す る 。 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 患 者 一 覧 画 面 の 画 面 構 成 情 報 を 作 成 す る (Ｓ ２ ０ ９ )。 電 子 カ ル
テ サ ー バ ２ 上 で 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア が 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の Webブ ラ ウ ザ に 医 療 情 報

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-92187 A 2006.4.6



を 提 供 す る Webア プ リ ケ ー シ ョ ン で あ れ ば 、 htmlや Javascript等 の ス ク リ プ ト 言 語 を 用 い
て 画 面 構 成 情 報 を 作 成 す る 。 ま た 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ 上 で 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア が 上 記
以 外 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン で あ れ ば 、 単 に ユ ー ザ 認 証 が 成 功 し た か 、 失 敗 し た か の 回 答 を 画
面 構 成 情 報 の 代 わ り に 作 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 作 成 し た 画 面 構 成 情 報 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に 送 信 す る (Ｓ ２
１ ０ )。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ １ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 通 信 手 段 ５ ３ は 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ か ら 送 信 さ れ た 画 面 構 成 情
報 を 受 信 す る (Ｓ ２ １ １ )。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 受 信 し た 画 面 構 成 情 報 を 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 す
る (Ｓ ２ １ ２ )。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ３ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 画 面 構 成 情 報 に 基 づ き 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る (Ｓ ２ １ ３ )。 な お 、 電 子
カ ル テ サ ー バ ２ か ら 受 信 し た 画 面 構 成 情 報 が 、 単 に ユ ー ザ 認 証 が 成 功 し た と の 回 答 で あ れ
ば 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ 上 で 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア の 患 者 一 覧 画 面 作 成 ル ー チ ン に 従 い 患
者 一 覧 画 面 を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
制 御 手 段 ５ ５ で 作 成 し た 患 者 一 覧 画 面 を 表 示 す る (Ｓ ２ １ ４ )。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 上 が ロ グ イ ン 操 作 の 処 理 例 で あ る が 、 ユ ー ザ 認 証 が 失 敗 し た 場 合 、 以 下 に 示 す 処 理 を
行 う 。 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は ユ ー ザ 認 証 が 失 敗 し た こ と を ユ ー ザ に 知 ら せ る エ ラ ー 画 面 の
画 面 構 成 情 報 を 作 成 し 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に 送 信 す る 。 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 通 信 手 段
５ ３ は 、 電 子 カ ル テ サ ー バ か ら 送 信 さ れ た 画 面 構 成 情 報 を 受 信 す る 。 携 帯 情 報 端 末 装 置 １
の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 受 信 し た 画 面 構 成 情 報 を 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 し 、 画 面 構 成 情 報 に 基 づ
き 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る
。 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
制 御 手 段 ５ ５ で 作 成 し た エ ラ ー 画 面 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ は タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に 手 を の せ る
だ け で 、 ロ グ イ ン 操 作 の 入 力 モ ー ド を オ ン す る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 使 い 勝 手 が 向 上 す る
。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 [バ イ タ ル 入 力 操 作 ]
　 次 に 、 図 ２ １ の シ ー ケ ン ス 図 に 沿 っ て 、 ユ ー ザ の バ イ タ ル 入 力 操 作 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ ５ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に 表 示 さ れ る バ イ タ ル 表 示 画 面 の 画 面 表 示 例 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ）
　 ユ ー ザ は 、 図 ２ ５ の バ イ タ ル 表 示 画 面 に お い て 、 一 方 の 片 手 で 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 本
体 部 １ ０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の カ バ ー 部 ３
０ に 具 備 し た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ る 。 操 作 手 段 ５ １
の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 取 得 す る (Ｓ ３ ０ １ )。
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【 ０ １ ０ ０ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 取 得 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が バ イ タ ル 入 力 操
作 の 入 力 モ ー ド を オ ン に し た と 判 別 す る (Ｓ ３ ０ ２ )。
【 ０ １ ０ １ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 バ イ タ ル 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 作 成 す る (Ｓ ３ ０ ３ )。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 通 信 手 段 ５ ３ に 院 内 LAN４ お よ び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト ５ を 通 じ て
、 制 御 手 段 ５ ５ で 作 成 し た バ イ タ ル 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ に 送 信 さ せ
る (Ｓ ３ ０ ４ )。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 バ イ タ ル 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 受 信 す る (Ｓ ３ ０ ５ )。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ ）
　 図 ２ ６ に 示 す バ イ タ ル 入 力 画 面 の 画 面 構 成 情 報 を 作 成 す る (Ｓ ３ ０ ６ )。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ７ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 作 成 し た 画 面 構 成 情 報 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に 送 信 す る (Ｓ ３
０ ７ )。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ８ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 通 信 手 段 ５ ３ は 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ か ら 送 信 さ れ た 画 面 構 成 情
報 を 受 信 す る (Ｓ ３ ０ ８ )。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ９ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 受 信 し た 画 面 構 成 情 報 を 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 す
る (Ｓ ３ ０ ９ )。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ ０ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 画 面 構 成 情 報 に 基 づ き 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る (Ｓ ３ １ ０ )。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ １ １ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の
制 御 手 段 ５ ５ で 作 成 し た バ イ タ ル 入 力 画 面 を 表 示 す る (Ｓ ３ １ １ )。 図 ２ ６ は 、 バ イ タ ル 入
力 画 面 の 画 面 表 示 例 を 示 す 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ は タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に 手 を の せ る
だ け で 、 バ イ タ ル 入 力 操 作 の 入 力 モ ー ド を オ ン す る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 使 い 勝 手 が 向 上
す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 [診 療 録 入 力 操 作 ]
　 図 ２ ３ の シ ー ケ ン ス 図 に 基 づ き 、 ユ ー ザ の 診 療 録 入 力 操 作 に つ い て 説 明 す る 。 携 帯 情 報
端 末 装 置 １ に 表 示 す る 診 療 録 表 示 画 面 例 を 図 ２ ７ に 示 す 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ ）
　 図 ２ ７ の 診 療 録 表 示 画 面 に お い て 、 ユ ー ザ は 一 方 の 片 手 で 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 本 体 部
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１ ０ を 支 持 し 、 ペ ン ２ ３ を 持 っ た も う 一 方 の 片 手 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の カ バ ー 部 ３ ０ に
具 備 し た タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ る 。 操 作 手 段 ５ １ の タ
ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 取 得 す る (Ｓ ４ ０ １ )。
【 ０ １ １ ３ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 取 得 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 に 基 づ き 、 ユ ー ザ が 診 療 録 入 力 操 作 の
入 力 モ ー ド を オ ン に し た と 判 別 す る (Ｓ ４ ０ ２ )。
【 ０ １ １ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 診 療 録 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 作 成 す る (Ｓ ４ ０ ３ )。
【 ０ １ １ ５ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ ）
　 通 信 手 段 ５ ３ は 、 院 内 LAN４ お よ び 無 線 LANア ク セ ス ポ イ ン ト ５ を 通 じ て 、 制 御 手 段 ５ ５
で 作 成 し た 診 療 録 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ に 送 信 す る (Ｓ ４ ０ ４ )。
【 ０ １ １ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 診 療 録 入 力 画 面 の 要 求 情 報 を 受 信 す る (Ｓ ４ ０ ５ )。
【 ０ １ １ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 図 ２ ７ に 示 す 診 療 録 入 力 画 面 の 画 面 構 成 情 報 を 作 成 す る (Ｓ ４
０ ６ )。 　
【 ０ １ １ ８ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ７ ）
　 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ は 、 作 成 し た 画 面 構 成 情 報 を 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ に 送 信 す る (Ｓ ４
０ ７ )。
【 ０ １ １ ９ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ８ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 通 信 手 段 ５ ３ は 、 電 子 カ ル テ サ ー バ ２ か ら 送 信 さ れ た 画 面 構 成 情
報 を 受 信 す る (Ｓ ４ ０ ８ )。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ９ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 受 信 し た 画 面 構 成 情 報 を 記 録 手 段 ５ ４ に 格 納 す
る (Ｓ ４ ０ ９ )。
【 ０ １ ２ １ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ０ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 画 面 構 成 情 報 に 基 づ き 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表
示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 す る 画 面 を 作 成 す る (Ｓ ４ １ ０ )。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ １ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ は 、 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 、 携 帯
情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ で 作 成 し た 診 療 録 入 力 画 面 を 表 示 さ せ る (Ｓ ４ １ １ )。 こ の
診 療 録 入 力 画 面 は 、 例 え ば 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 ７ ３ を 備 え た
診 療 録 入 力 画 面 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ユ ー ザ は タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ た 手 を タ ッ チ パ ッ ド
３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ か ら 外 す 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ２ ）
　 操 作 手 段 ５ １ の タ ッ チ パ ッ ド ３ １ は 、 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 を 取 得 す る (Ｓ ４ １ ２ )。
【 ０ １ ２ ５ 】
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　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ３ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 取 得 し た 位 置 座 標 及 び 接 触 圧 力 か ら 、 ユ ー ザ が 診 療 録 入 力 操 作 の 入 力
モ ー ド を オ フ に し た と 判 別 す る (Ｓ ４ １ ３ )。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ４ ）
　 制 御 手 段 ５ ５ は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ 上 で 動 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア の 画 面 作 成 ル ー チ ン に
従 い 図 ２ ９ に 示 す よ う に 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 外 し た 診 療 録 入 力 画 面 を 作 成 す る (
Ｓ ４ １ ４ )。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ５ ）
　 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 表 示 手 段 ５ ２ で あ る タ ッ チ パ ネ ル １ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ １ に お
い て 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ の 制 御 手 段 ５ ５ が 作 成 し た 診 療 録 入 力 画 面 を 表 示 す る (Ｓ ４ １ ５ )
。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ は タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に 手 を の せ る
だ け で 、 診 療 録 入 力 操 作 の 入 力 モ ー ド を オ ン す る こ と が で き 、 ユ ー ザ の 使 い 勝 手 が 向 上 す
る 。 ま た 、 タ ッ チ パ ッ ド ３ １ 上 の 入 力 モ ー ド 切 替 え エ リ ア ３ ３ に の せ た 手 を 外 す だ け で 、
診 療 録 入 力 画 面 か ら 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力 枠 を 外 し て タ ッ チ パ ネ ル １ １ に 表 示 す る の で
、 診 療 録 表 示 エ リ ア を 広 く す る こ と が で き 、 視 認 性 及 び 画 面 の 一 覧 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で あ る 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 わ ず ら わ し
い ペ ン ２ ３ に よ る 入 力 切 替 え 操 作 を 無 く す こ と で ユ ー ザ 操 作 に 適 し た ユ ー ザ イ ン タ ー フ ェ
ー ス を 提 供 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 な お 、 上 記 の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て は 、 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ と し て 第 一
の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 用 い た が 、 第 二 、 第 三 、 第 四 、 及 び 第 五 の 実 施
の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 １ を 用 い て い も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 底 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 底 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 背 面 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 が 備 え る タ ッ チ パ ッ ド の 詳 細
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 内 部 構 造 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 概 念 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 処 理 の 流 れ を 説 明 す る
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 正 面
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図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 未 使 用 状 態 を 示 す 底 面
図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 底 面 図
で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 第 三 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 第 四 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 第 五 の 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 の 使 用 状 態 を 示 す 正 面 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 携 帯 情 報 端 末 装 置 を 用 い た 医 療 情 報 提 供 シ ス テ
ム を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に お け る ロ グ イ ン 操 作 の 制 御 を 示 す
シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ １ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に お け る バ イ タ ル 入 力 操 作 の 制 御 を
示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 図 １ ８ の 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム に お け る 診 療 録 入 力 操 作 の 制 御 を 示
す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ ３ は 、 図 ２ ０ の ロ グ イ ン 操 作 に お い て 表 示 さ れ る ロ グ イ ン 画 面 の 表 示 例 を
示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ４ は 、 図 ２ ０ の ロ グ イ ン 操 作 に お い て 表 示 さ れ る サ イ ン 入 力 画 面 の 表 示 例
を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ ５ は 、 図 ２ １ の バ イ タ ル 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る バ イ タ ル 表 示 画 面 の
表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ６ は 、 図 ２ １ の バ イ タ ル 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る バ イ タ ル 入 力 画 面 の
表 示 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ７ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る 診 療 録 表 示 画 面 の 表 示
例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ ８ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る 診 療 録 入 力 画 面 の 表 示
例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ ９ は 、 図 ２ ２ の 診 療 録 入 力 操 作 に お い て 表 示 さ れ る 診 療 録 入 力 画 面 の 表 示
例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ２ 】
１ … 携 帯 情 報 端 末 装 置 、 ２ … 電 子 カ ル テ サ ー バ 、 ３ … 電 子 カ ル テ ク ラ イ ア ン ト 、 ４ … 院 内
Ｌ Ａ Ｎ 、 ５ … 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ア ク セ ス ポ イ ン ト 、 １ ０ … 本 体 部 、 １ １ … タ ッ チ パ ネ ル 、 １ ２ …
カ ー ソ ル ボ タ ン 、 １ ３ … ダ イ レ ク ト キ ー 、 １ ４ … マ イ ク ・ ス ピ ー カ 、 １ ５ … 電 源 ボ タ ン 、
１ ６ … バ ー コ ー ド リ ー ダ ー 、 １ ７ … カ ー ド ア ダ プ タ ー 、 １ ８ … 音 声 入 出 力 用 端 子 、 １ ９ …
デ ー タ 入 出 力 兼 充 電 用 端 子 、 ２ ０ … Ｌ Ｅ Ｄ 、 ２ １ … ア ン テ ナ 、 ２ ２ … フ ァ ン ク シ ョ ン ボ タ
ン 、 ２ ３ … 専 用 ペ ン 、 ２ ４ … 専 用 ペ ン 格 納 部 、 ２ ５ … 第 １ 撮 影 用 カ メ ラ 、 ２ ６ … 第 ２ 撮 影
用 カ メ ラ 、 ３ ０ … カ バ ー 部 、 ３ １ … タ ッ チ パ ッ ド 、 ３ ２ … ア プ リ ケ ー シ ョ ン 呼 出 し エ リ ア
、 ３ ３ … 入 力 モ ー ド の 切 替 え エ リ ア 、 ３ ４ … 横 ス ク ロ ー ル エ リ ア 、 ３ ５ … 縦 ス ク ロ ー ル エ
リ ア 、 ３ ６ … タ ッ チ パ ネ ル 、 ４ ０ … 軸 部 、 ５ １ … 操 作 手 段 、 ５ ２ … 表 示 手 段 、 ５ ３ … 通 信
手 段 、 ５ ４ … 記 録 手 段 、 ６ ０ … 手 支 持 台 、 ６ １ … 手 支 持 台 格 納 部 、 ６ ２ … ス ラ イ ド 部 、 ７
０ … 手 支 持 台 、 ７ １ … カ ー ド ス ロ ッ ト 、 ７ ２ … テ ン キ ー 、 ７ ３ … 手 書 き ペ ン 入 力 用 の 入 力
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枠 、 ８ １ … 制 御 手 段 、 ８ ２ … 記 録 手 段 、 ８ ３ … 操 作 手 段 、 ８ ４ … 表 示 手 段 、 ８ ５ … 通 信 手
段 、 ８ ６ … ユ ー ザ 認 証 手 段 、 ９ １ … 制 御 手 段 、 ９ ２ … 記 録 手 段 、 ９ ３ … 操 作 手 段 、 ９ ４ …
表 示 手 段 、 ９ ５ … 通 信 手 段 、 １ ０ ０ … 医 療 情 報 提 供 シ ス テ ム

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】
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